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名

称

区

域

川
内
川
流
域
ふ
る
さ

と
の
森
と
川
と
海
保

全
地
域

一

森
林

む
つ
市
川
内
町
高
野
山
国
有
林
七
〇
六
林
班
、
七
〇
七
林
班
、

七
〇
八
林
班
、
七
〇
九
林
班
の
内
、
七
一
〇
林
班
、
七
一
一
林
班
、

七
一
二
林
班
、
七
一
三
林
班
の
内
、
七
一
四
林
班
の
内
、
七
一
五

林
班
、
七
一
六
林
班
、
七
一
七
林
班
、
七
一
八
林
班
、
七
一
九
林

班
の
内
、
七
二
〇
林
班
の
内
、
七
二
一
林
班
の
内
及
び
七
二
四
林

班
の
内
並
び
に
同
市
同
町
湯
野
川
山
国
有
林
七
二
五
林
班
、
七
二

六
林
班
、
七
二
八
林
班
の
内
、
七
二
九
林
班
、
七
三
〇
林
班
、
七

三
一
林
班
、
七
三
二
林
班
、
七
三
三
林
班
、
七
三
四
林
班
、
七
三

五
林
班
、
七
三
九
林
班
の
内
、
七
四
〇
林
班
の
内
、
七
四
四
林
班

の
内
、
七
四
六
林
班
、
七
四
七
林
班
、
七
四
八
林
班
の
内
、
七
四

九
林
班
、
七
五
〇
林
班
、
七
五
一
林
班
の
内
、
七
五
二
林
班
、
七

五
三
林
班
、
七
五
四
林
班
の
内
、
七
五
五
林
班
、
七
五
六
林
班
、

七
五
七
林
班
、
七
五
八
林
班
及
び
七
五
九
林
班
の
内
並
び
に
同
市

同
町
田
野
沢
山
国
有
林
七
六
〇
林
班
の
内
、
七
六
一
林
班
の
内
、

七
六
二
林
班
、
七
六
三
林
班
の
内
、
七
六
四
林
班
、
七
六
五
林
班
、

七
六
六
林
班
の
内
、
七
六
七
林
班
、
七
六
八
林
班
、
七
六
九
林
班

の
内
、
七
七
〇
林
班
の
内
、
七
七
一
林
班
の
内
、
七
七
二
林
班
の

内
、
七
七
三
林
班
の
内
、
七
七
四
林
班
、
七
七
五
林
班
の
内
、
七

七
六
林
班
、
七
七
七
林
班
、
七
七
八
林
班
の
内
、
七
八
〇
林
班
の

内
、
七
八
一
林
班
の
内
、
七
八
二
林
班
、
七
八
三
林
班
、
七
八
四

林
班
の
内
、
七
八
五
林
班
の
内
、
七
八
六
林
班
の
内
、
七
八
七
林

班
、
七
八
八
林
班
、
七
八
九
林
班
、
七
九
〇
林
班
、
七
九
八
林
班

の
内
、
七
九
九
林
班
の
内
、
八
〇
〇
林
班
の
内
、
八
〇
一
林
班
の

内
、
八
〇
二
林
班
の
内
及
び
八
〇
四
林
班
の
内
並
び
に
同
市
同
町

福
浦
山
国
有
林
八
〇
五
林
班
の
内
、
八
〇
六
林
班
、
八
〇
七
林
班
、

八
〇
八
林
班
、
八
〇
九
林
班
、
八
一
〇
林
班
、
八
一
一
林
班
、
八

一
二
林
班
、
八
一
三
林
班
、
八
一
四
林
班
、
八
一
五
林
班
、
八
一

六
林
班
、
八
一
八
林
班
、
八
一
九
林
班
、
八
二
〇
林
班
、
八
二
一

林
班
、
八
二
二
林
班
、
八
二
三
林
班
、
八
二
四
林
班
、
八
二
五
林

班
の
内
、
八
二
六
林
班
の
内
及
び
八
二
八
林
班
の
内
並
び
に
同
市

同
町
曽
古
部
山
国
有
林
八
三
六
林
班
の
内
、
八
三
七
林
班
の
内
、

八
三
八
林
班
、
八
三
九
林
班
の
内
、
八
四
〇
林
班
の
内
、
八
四
一

林
班
の
内
、
八
四
二
林
班
の
内
、
八
四
三
林
班
、
八
四
四
林
班
の

内
、
八
四
五
林
班
の
内
、
八
四
六
林
班
、
八
四
七
林
班
の
内
、
八

四
八
林
班
、
八
四
九
林
班
、
八
五
〇
林
班
、
八
五
一
林
班
、
八
五
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二
林
班
、
八
五
三
林
班
、
八
五
四
林
班
、
八
五
六
林
班
、
八
五
七

林
班
及
び
八
六
三
林
班
並
び
に
同
市
同
町
板
家
戸
国
有
林
八
六
四

林
班
、
八
六
五
林
班
、
八
六
六
林
班
、
八
六
七
林
班
、
八
六
八
林

班
、
八
六
九
林
班
の
内
、
八
七
〇
林
班
の
内
、
八
七
一
林
班
、
八

七
二
林
班
の
内
、
八
七
三
林
班
の
内
、
八
七
四
林
班
の
内
、
八
七

五
林
班
、
八
七
六
林
班
、
八
七
七
林
班
、
八
七
八
林
班
の
内
、
八

七
九
林
班
の
内
、
八
八
〇
林
班
の
内
、
八
八
一
林
班
、
八
八
二
林

班
、
八
八
三
林
班
、
八
八
四
林
班
及
び
八
八
五
林
班
並
び
に
同
市

同
町
民
有
林
三
一
林
班
の
内
、
三
二
林
班
の
内
、
三
三
の
一
林
班

の
内
、
三
四
林
班
の
内
、
三
六
林
班
の
内
及
び
六
五
林
班

二

河
川

１

川
内
川
の
区
域
の
う
ち
、
む
つ
市
川
内
町
福
浦
山
一
の
一
二

三
地
先
か
ら
海
に
至
る
場
所

２

板
家
戸
沢
の
区
域
の
う
ち
、
む
つ
市
川
内
町
福
浦
山
国
有
林

八
一
二
林
班
い
四
小
班
地
先
か
ら
川
内
川
と
の
合
流
点
ま
で
の

区
域

３

栓
ノ
木
橋
沢
の
区
域
の
う
ち
、
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
国
有

林
八
六
六
林
班
い
三
小
班
地
先
か
ら
川
内
川
と
の
合
流
点
ま
で

の
区
域

４

名
目
床
沢
の
区
域
の
う
ち
、
む
つ
市
川
内
町
福
浦
山
国
有
林

八
一
五
林
班
い
一
小
班
地
先
か
ら
川
内
川
と
の
合
流
点
ま
で
の

区
域

５

本
潟
貝
沢
の
区
域
の
う
ち
、
む
つ
市
川
内
町
福
浦
山
一
の
一

五
二
地
先
か
ら
川
内
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

６

潟
貝
沢
の
区
域
の
う
ち
、
む
つ
市
川
内
町
福
浦
山
一
の
一
四

八
地
先
か
ら
本
潟
貝
沢
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

７

上
畑
尻
沢
の
区
域
の
う
ち
、
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
国
有
林

八
六
九
林
班
ほ
小
班
地
先
か
ら
川
内
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区

域
８

下
畑
尻
沢
の
区
域
の
う
ち
、
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
国
有
林

八
六
八
林
班
い
一
小
班
地
先
か
ら
上
畑
尻
沢
と
の
合
流
点
ま
で

の
区
域

９

大
利
家
戸
川
の
区
域
の
う
ち
、
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
五
二

地
先
か
ら
川
内
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

10

半
太
郎
沢
の
区
域
の
う
ち
、
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
国
有
林

八
七
〇
林
班
い
小
班
地
先
か
ら
大
利
家
戸
川
と
の
合
流
点
ま
で

の
区
域

11

四
家
戸
川
の
区
域
の
う
ち
、
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
国
有
林

八
七
八
林
班
い
一
小
班
地
先
か
ら
大
利
家
戸
川
と
の
合
流
点
ま

で
の
区
域

12

新
三
郎
沢
の
区
域
の
う
ち
、
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
国
有
林

八
八
三
林
班
に
小
班
地
先
か
ら
大
利
家
戸
川
と
の
合
流
点
ま
で

の
区
域

13

湯
野
川
の
区
域
の
う
ち
、
目
名
川
と
の
合
流
点
か
ら
川
内
川

と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

14

福
浦
川
の
区
域
の
う
ち
、
�
倉
沢
と
の
合
流
点
か
ら
む
つ
市

川
内
町
福
浦
山
一
の
一
二
三
地
先
ま
で
の
区
域

三

海
岸

次
の
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
、
オ
及
び
ア
の
点
を
順
次
結
ぶ
線
に
囲

ま
れ
た
区
域

ア

む
つ
市
川
内
町
川
内
四
七
七
地
内
の
点
を
基
点
と
し
て
、
南

東
方
向
に
七
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の
地
点

イ

ア
か
ら
北
西
方
向
に
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の

地
点

ウ

イ
か
ら
北
東
方
向
に
二
百
九
十
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の

地
点

エ

ウ
か
ら
北
東
方
向
に
二
百
六
十
三
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線

の
地
点

オ

エ
か
ら
南
東
方
向
に
百
五
十
八
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
延
長
線
の

地
点
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１
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1

２
川
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域

2

３
保
全
す
べ
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森
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の
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要

5

４
保
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要

5
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保
全
の
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そ
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6

第
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ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
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に
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に
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8

１
清
流
管
理
指
針

8

２
森
・
川
・
海
の
主
要
な
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を
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る
た
め
の
事
項

12
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森
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に
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15
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第
１
保
全
す
べ
き
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
特
質
そ
の
他
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に

関
す
る
基
本
的
事
項

１
川
内
川
流
域
の
概
要

流
域
の
形
状
は
､
南
北
及
び
東
西
の
距
離
が
共
に
約
20㎞
程
度
で
､
南
西
部
が
一
部
欠
け
る
不

規
則
な
四
角
形
と
な
っ
て
お
り
､
周
囲
を
縫
道
石
山
(標
高
626.0ｍ

)
､
石
山
(標
高
504.2m

)
､

朝
比
奈
岳
(標
高
874.0m

)
､
秋
山
(標
高
631.4m

)
な
ど
の
山
々
に
囲
ま
れ
て
い
る
｡

川
内
川
は
､
下
北
半
島
の
西
部
に
位
置
す
る
縫
道
石
山
(標
高
626.0ｍ

)
の
南
側
に
そ
の
源

を
発
し
､
む
つ
市
川
内
町
と
佐
井
村
と
の
市
村
境
付
近
を
南
流
し
､
野
平
地
区
に
お
い
て
､
か
わ

う
ち
湖
(川
内
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
)
に
至
り
､
そ
こ
か
ら
は
｢親
不
知
渓
谷
｣
を
経
て
流
路
を
東
に

変
え
､
畑
地
区
に
お
い
て
支
川
湯
野
川
と
合
流
す
る
｡
そ
の
後
､
流
路
を
再
度
南
に
変
え
､
安
部

城
地
区
に
至
る
が
､
こ
の
間
は
川
内
渓
流
と
呼
ば
れ
､
｢大
滝
｣
｢下
戸
小
渕
｣
等
の
景
勝
地
が

あ
る
｡
安
部
城
地
区
か
ら
は
さ
ら
に
南
下
し
､
八
木
沢
な
ど
の
中
小
支
川
を
合
せ
て
む
つ
市
川
内
町
の

中
心
部
を
貫
流
し
､
陸
奥
湾
に
注
い
で
い
る
｡

川
内
川
は
､
下
北
半
島
で
最
大
規
模
を
有
す
る
流
路
延
長
29.2㎞

(う
ち
河
川
法
に
基
づ
く
指

定
区
間
延
長
27.6㎞

)
､
流
域
面
積
203.4�

の
二
級
水
系
の
河
川
で
､
下
北
半
島
南
西
地
域
に
お

け
る
社
会
､
経
済
､
文
化
の
基
盤
を
な
す
川
で
あ
る
｡
川
内
川
の
流
域
は
､
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
む

つ
市
川
内
町
域
で
あ
る
が
､
上
流
部
の
か
わ
う
ち
湖
の
北
西
部
付
近
で
は
､
一
部
の
地
域
が
佐
井

村
の
区
域
と
な
っ
て
い
る
｡
河
川
勾
配
は
､下
流
域
か
ら
中
流
域
に
か
け
て
比
較
的
緩
や
か
な
勾

配
と
な
っ
て
い
る
が
､
中
流
域
の
一
部
に
は
親
不
知
渓
谷
と
川
内
川
渓
谷
が
見
ら
れ
る
｡

流
量
は
､
春
先
の
融
雪
期
と
梅
雨
期
に
多
く
､
７
月
か
ら
８
月
の
渇
水
期
は
や
や
少
な
く
な
る

も
の
の
､
比
較
的
安
定
し
て
い
る
｡
ま
た
､
地
質
で
は
､
流
域
東
部
に
は
恐
山
火
山
の
噴
出
物
が

広
く
覆
っ
て
お
り
､
西
部
及
び
上
流
域
は
起
伏
の
あ
る
山
地
か
ら
な
り
､
主
と
し
て
第
三
紀
地
層

や
火
山
岩
類
か
ら
な
る
グ
リ
ー
ン
タ
フ
地
域
と
な
っ
て
い
る
｡

川
内
川
に
お
け
る
横
断
工
作
施
設
は
､
獅
子
畑
橋
上
流
に
あ
る
川
内
頭
首
工
や
そ
の
上
流
部
に

東
北
電
力
株
式
会
社
の
岩
谷
沢
取
水
口
堰
堤
が
あ
る
｡
そ
の
他
に
は
､
本
川
及
び
支
川
の
各
所
に

設
置
さ
れ
て
い
る
砂
防
堰
堤
が
中
・
下
流
域
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
他
に
大
規
模

な
も
の
と
し
て
は
､
本
川
上
流
部
に
川
内
ダ
ム
が
あ
り
､
川
内
川
の
洪
水
調
節
を
行
っ
て
い
る
｡

ま
た
､
潅
漑
期
間
及
び
渇
水
期
に
は
河
川
環
境
保
全
等
の
た
め
､
魚
類
等
の
生
息
に
配
慮
し
た
放

流
が
行
わ
れ
て
い
る
｡

川
内
川
上
流
域
の
森
林
区
域
は
､
野
平
地
区
及
び
か
わ
う
ち
湖
周
囲
並
び
に
川
内
川
の
支
川
湯

野
川
地
区
に
位
置
し
､
ヒ
バ
､
ブ
ナ
等
を
主
と
す
る
天
然
林
か
ら
成
っ
て
い
る
｡
そ
れ
を
背
景
と

し
て
下
北
半
島
固
有
の
動
植
物
が
生
息
・
生
育
し
て
い
る
｡
ま
た
､
か
わ
う
ち
湖
北
岸
の
上
部
は

｢下
北
半
島
国
定
公
園
｣
に
指
定
さ
れ
て
い
る
｡
中
流
域
は
､
｢親
不
知
渓
谷
｣
や
｢川
内
川
渓

谷
｣
と
し
て
そ
の
周
辺
の
渓
畔
林
と
一
体
と
な
っ
た
景
勝
地
と
な
っ
て
お
り
､
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
る
｡
下
流
域
に
は
､
｢川
内
川
水
辺
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
｣
な
ど
の
河
川
公
園
や
河
口
左

岸
の
海
岸
に
養
浜
や
磯
を
取
り
入
れ
た
人
工
海
浜
で
あ
る
｢か
わ
う
ち
・
ま
り
ん
・
び
ー
ち
｣
が

整
備
さ
れ
､
夏
季
を
中
心
に
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

河
川
の
整
備
状
況
で
は
､河
口
か
ら
安
部
城
地
区
ま
で
の
下
流
域
区
間
は
､
護
岸
が
災
害
復
旧

工
事
に
よ
り
概
ね
整
備
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
そ
の
上
流
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
川
内
頭
首
工
､

１
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岩
谷
沢
取
水
堰
堤
､
及
び
砂
防
堰
堤
で
は
魚
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
｡
さ
ら
に
､
中
・
上
流
域
の

小
河
川
公
園
で
は
､
自
然
石
に
よ
る
護
岸
工
を
行
う
な
ど
､
多
自
然
川
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
｡

２
川
内
川
流
域
の
保
全
地
域

川
内
川
流
域
に
お
け
る
保
全
地
域
は
､
自
然
環
境
が
優
れ
た
状
態
を
維
持
し
て
い
る
区
域
の
う

ち
､
森
と
川
と
海
の
保
全
を
図
る
上
で
特
に
重
要
と
認
め
ら
れ
る
区
域
と
し
て
､
自
然
環
境
が
優

れ
て
い
る
こ
と
,
多
様
な
動
植
物
や
希
少
な
種
が
生
息
・
生
育
し
て
い
る
こ
と
､
地
域
住
民
と
の

関
わ
り
が
深
い
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
､
下
記
の
区
域
を
保
全
地
域
と
し
て
指
定
す
る
｡

保
全

地
域

森
林

下
記
の
林
班
に
含
ま
れ
る
主
な
｢水
土
保
全
林
｣
及
び
｢森
林
と
人
と
の
共
生
林
｣

＜
民
有
林
＞
31林

班
の
内
､
32林

班
の
内
､
33－

1林
班
の
内
､
34林

班
の
内
､

36林
班
の
内
､
65林
班

＜
国
有
林
＞

(高
野
山
)
706林

班
､
707林

班
､
708林

班
､
709林

班
の
内
､
710林

班
､
711

林
班
､
712林

班
､
713林

班
の
内
､
714林

班
の
内
､
715林

班
､
716

林
班
､
717林

班
､
718林

班
､
719林

班
の
内
､
720林

班
の
内
､
721

林
班
の
内
､
724林

班
の
内

(湯
野
川
山
)
725林

班
､
726林

班
､
728林

班
の
内
､
729林

班
､
730林

班
､
731

林
班
､
732林

班
､
733林

班
､
734林

班
､
735林

班
､
739林

班
の

内
､
740林

班
の
内
､
744林

班
の
内
､
746林

班
､
747林

班
､
748

林
班
の
内
､
749林

班
､
750林

班
､
751林

班
の
内
､
752林

班
､
753

林
班
､
754林

班
の
内
､
755林

班
､
756林

班
､
757林

班
､
758林

班
､
759林

班
の
内

(田
野
沢
山
)
760林

班
の
内
､
761林

班
の
内
､
762林

班
､
763林

班
の
内
､
764

林
班
､
765林

班
､
766林

班
の
内
､
767林

班
､
768林

班
､
769林

班
の
内
､
770林

班
の
内
､
771林

班
の
内
､
772林

班
の
内
､
773林

班
の
内
､
774林

班
､
775林

班
の
内
､
776林

班
､
777林

班
､
778

林
班
の
内
､
780林

班
の
内
､
781林

班
の
内
､
782林

班
､
783林

班
､

784林
班
の
内
､
785林

班
の
内
､
786林

班
の
内
､
787林

班
､
788

林
班
､
789林

班
､
790林

班
､
798林

班
の
内
､
799林

班
の
内
､
800

林
班
の
内
､
801林

班
の
内
､
802林

班
の
内
､
804林

班
の
内

(福
浦
山
)
805林

班
の
内
､
806林

班
､
807林

班
､
808林

班
､
809林

班
､
810

林
班
､
811林

班
､
812林

班
､
813林

班
､
814林

班
､
815林

班
､

816林
班
､
818林

班
､
819林

班
､
820林

班
､
821林

班
､
822林

班
､

823林
班
､
824林

班
､
825林

班
の
内
､
826林

班
の
内
､
828林

班
の
内

(曽
古
部
山
)
836林

班
の
内
､
837林

班
の
内
､
838林

班
､
839林

班
の
内
､
840

林
班
の
内
､
841林

班
の
内
､
842林

班
の
内
､
843林

班
､
844林

班
の
内
､
845林

班
の
内
､
846林

班
､
847林

班
の
内
､
848林

班
､
849

林
班
､
850林

班
､
851林

班
､
852林

班
､
853林

班
､
854林

班
､

856林
班
､
857林

班
､
863林

班
(板
家
戸
)
864林

班
､
865林

班
､
866林

班
､
867林

班
､
868林

班
､
869林

班
の
内
､
870林

班
の
内
､
871林

班
､
872林

班
の
内
､
873林

班
の
内
､

874林
班
の
内
､
875林

班
､
876林

班
､
877林

班
､
878林

班
の
内
､

879林
班
の
内
､
880林

班
の
内
､
881林

班
､
882林

班
､
883林

班
､

884林
班
､
885林

班

河
川

１
川
内
川
の
区
域
の
う
ち
､
む
つ
市
川
内
町
福
浦
山
１
の
123地

先
か
ら
海
に
至

る
場
所

２
板
家
戸
沢
の
区
域
の
う
ち
､
む
つ
市
川
内
町
福
浦
山
国
有
林
812林

班
い
４
小

班
地
先
か
ら
川
内
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

３
栓
ノ
木
橋
沢
の
区
域
の
う
ち
､
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
国
有
林
866林

班
い
３

小
班
地
先
か
ら
川
内
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

４
名
目
床
沢
の
区
域
の
う
ち
､
む
つ
市
川
内
町
福
浦
山
国
有
林
815林

班
い
１
小

班
地
先
か
ら
川
内
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

５
本
潟
貝
沢
の
区
域
の
う
ち
､
む
つ
市
川
内
町
福
浦
山
1の
152地

先
か
ら
川
内
川

と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

６
潟
貝
沢
の
区
域
の
う
ち
､
む
つ
市
川
内
町
福
浦
山
1の
148地

先
か
ら
本
潟
貝
沢

と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

７
上
畑
尻
沢
の
区
域
の
う
ち
､
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
国
有
林
869林

班
ほ
小
班

地
先
か
ら
川
内
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

８
下
畑
尻
沢
の
区
域
の
う
ち
､
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
国
有
林
868林

班
い
１
小

班
地
先
か
ら
上
畑
尻
沢
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

９
大
利
家
戸
川
の
区
域
の
う
ち
､
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
52地
先
か
ら
川
内
川
と

の
合
流
点
ま
で
の
区
域

10
半
太
郎
沢
の
区
域
の
う
ち
､
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
国
有
林
870林

班
い
小
班

地
先
か
ら
大
利
家
戸
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

11
四
家
戸
川
の
区
域
の
う
ち
､
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
国
有
林
878林

班
い
１
小

班
地
先
か
ら
大
利
家
戸
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

12
新
三
郎
沢
の
区
域
の
う
ち
､
む
つ
市
川
内
町
板
家
戸
国
有
林
883林

班
に
小
班

地
先
か
ら
大
利
家
戸
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
区
域

13
湯
野
川
の
区
域
の
う
ち
､
目
名
川
と
の
合
流
点
か
ら
川
内
川
と
の
合
流
点
ま
で

の
区
域

14
福
浦
川
の
区
域
の
う
ち
､

�
倉
沢
と
の
合
流
点
か
ら
む
つ
市
川
内
町
福
浦
山
1

の
123地

先
ま
で
の
区
域

海
岸

川
内
港
海
岸
(か
わ
う
ち
・
ま
り
ん
・
び
ー
ち
)
の
区
域

２
３
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３
保
全
す
べ
き
森
・
川
・
海
の
環
境
の
特
質
の
概
要

森
林
の
区
域
に
は
､
｢下
北
半
島
国
定
公
園
地
域
｣
や
｢愛
宕
山
県
緑
地
保
全
地
域
｣
な
ど
の

自
然
公
園
が
設
定
さ
れ
て
い
る
｡

川
内
川
流
域
の
植
生
は
､
現
在
､
�
倉
山
､
袴
腰
山
な
ど
山
岳
部
に
優
先
し
て
ブ
ナ
群
落
が
分

布
し
､
湯
野
川
､
荒
川
､
矢
櫃
川
､
八
木
沢
な
ど
の
支
川
の
上
流
域
に
は
下
北
半
島
を
代
表
す
る

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
(ヒ
バ
)
群
落
が
分
布
し
て
い
る
｡
ま
た
､
支
川
福
浦
川
の
中
流
域
に
は
サ
ワ

グ
ル
ミ
群
落
が
､
湯
野
川
温
泉
郷
の
湯
野
川
河
岸
に
は
ハ
ル
ニ
レ
ー
サ
ワ
グ
ル
ミ
群
落
が
分
布
し

て
い
る
｡

鳥
獣
の
生
息
は
､
全
域
で
希
少
な
哺
乳
類
と
し
て
特
別
天
然
記
念
物
の
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
､
天

然
記
念
物
の
ホ
ン
ド
ザ
ル
､
ヤ
マ
ネ
や
ニ
ホ
ン
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
が
生
息
し
て
い
る
｡
鳥
類
で
は
､

上
流
域
に
は
天
然
記
念
物
の
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息
が
､
下
流
域
の
小
倉
平
地
区
に
は
オ
オ
ワ
シ
､
オ

ジ
ロ
ワ
シ
､
ノ
ス
リ
な
ど
の
猛
禽
類
や
カ
ワ
セ
ミ
が
生
息
し
て
い
る
｡
ま
た
､
川
内
川
と
八
木
沢

の
合
流
点
は
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
飛
来
地
と
な
っ
て
い
る
｡

河
川
の
区
域
で
は
､
下
流
域
は
河
口
か
ら
安
部
城
地
区
ま
で
両
岸
が
護
岸
さ
れ
て
い
る
が
､
安

部
城
地
区
か
ら
上
流
は
ほ
と
ん
ど
が
自
然
河
道
で
､
大
滝
や
下
戸
ヶ
渕
の
見
ら
れ
る
川
内
川
渓
谷

や
､
親
不
知
渓
谷
な
ど
の
中
流
域
は
景
勝
地
と
な
っ
て
い
る
｡
な
か
で
も
､
下
戸
ヶ
渕
に
は
甌
穴

(ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
)
が
み
ら
れ
る
｡

河
川
横
断
構
造
物
と
し
て
､
上
流
域
に
は
川
内
ダ
ム
､
中
流
域
に
は
砂
防
堰
堤
､
発
電
所
に
よ

る
取
水
堰
な
ど
が
位
置
し
､
川
内
ダ
ム
の
上
流
部
に
は
､
か
わ
う
ち
湖
が
広
が
っ
て
い
る
｡

河
川
流
域
に
生
息
す
る
生
物
は
､
下
流
域
で
は
シ
ロ
ウ
オ
と
サ
ケ
が
遡
上
し
､
希
少
種
の
ス
ナ

ヤ
ツ
メ
が
生
息
す
る
｡
ま
た
､
そ
の
支
流
域
に
は
ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や
重
要
希
少
種
の

ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
の
生
息
が
､
中
流
域
に
は
カ
ジ
カ
､
ヤ
マ
メ
､
エ
ゾ
イ
ワ
ナ
､
タ
ゴ
ガ
エ
ル
､

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
や
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
､
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
が
生
息
し
て
い
る
｡
ま
た
､
か
わ
う
ち
湖
よ

り
上
流
域
に
は
エ
ゾ
イ
ワ
ナ
､
希
少
種
の
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
と
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ
が
生
息
す
る
｡

海
岸
の
区
域
は
､
川
内
港
海
岸
に
お
い
て
養
浜
と
磯
場
の
調
和
さ
れ
た
人
工
海
浜
が
整
備
さ
れ
､

｢か
わ
う
ち
・
ま
り
ん
・
び
ー
ち
｣
と
し
て
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
｡

４
保
全
地
域
の
土
地
利
用
､
地
域
文
化
の
概
要

森
林
の
上
流
域
の
山
岳
部
一
帯
は
下
北
半
島
国
定
公
園
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
｡
か
わ
う
ち

湖
上
流
部
の
野
平
地
区
に
は
､
か
わ
う
ち
湖
キ
ャ
ン
プ
場
が
､
か
わ
う
ち
湖
湖
畔
に
は
レ
イ
ク
サ

イ
ド
パ
ー
ク
が
整
備
さ
れ
て
い
る
｡

中
流
域
で
は
､
湯
野
川
渓
流
沿
い
に
古
く
か
ら
湯
野
川
温
泉
郷
が
あ
り
､
家
ノ
辺
地
区
に
は
､

キ
ャ
ン
プ
場
を
備
え
た
｢む
つ
市
森
林
公
園
｣
が
整
備
さ
れ
て
い
る
｡
そ
の
下
流
の
川
内
川
渓
谷

は
､
大
滝
や
下
戸
ヶ
渕
に
甌
穴
等
が
見
ら
れ
る
な
ど
景
勝
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
渓
谷
沿

い
に
大
滝
休
憩
所
､
下
戸
ヶ
渕
小
公
園
や
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､
周
辺
の
森
林
は

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
｢せ
せ
ら
ぎ
の
森
自
然
観
察
教
育
林
｣
と
な
っ
て
お
り
､
地
元
市
民
の

ほ
か
県
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
場
所
で
あ
る
｡

下
流
域
で
は
､
河
口
か
ら
安
部
城
地
区
付
近
ま
で
は
､
両
岸
に
水
田
､
畑
地
や
牧
草
地
が
続
き
､

集
落
が
川
内
川
に
沿
っ
て
点
在
し
て
い
る
｡
ま
た
､
川
内
町
市
街
地
北
部
に
あ
る
独
峰
山
一
帯
は

｢愛
宕
山
県
緑
地
保
全
地
域
｣
に
指
定
さ
れ
､
中
畑
橋
沿
い
の
河
岸
に
は
｢川
内
川
心
と
体
を
い

や
す
水
辺
空
間
公
園
｣
が
､
そ
の
下
流
川
内
橋
沿
い
の
河
岸
に
は
｢川
内
川
水
辺
の
プ
ロ
ム
ナ
ー

４
５

図
川
内
川
流
域
と
保
全
地
域
指
定
位
置
図
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｣
な
ど
の
河
川
公
園
が
整
備
さ
れ
､
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
｡
地
域
文
化
で
は
､
毎

年
９
月
に
290年

余
り
の
歴
史
を
持
つ
｢川
内
八
幡
宮
例
大
祭
｣
が
行
わ
れ
る
｡

河
川
で
は
､
中
畑
橋
か
ら
新
安
部
城
橋
ま
で
の
区
域
と
八
木
沢
全
域
が
魚
類
資
源
の
保
護
の
た

め
禁
漁
区
と
な
っ
て
い
る
｡
下
流
域
に
は
､
サ
ケ
・
マ
ス
ふ
化
場
が
あ
り
､
毎
年
サ
ケ
が
遡
上
し

て
く
る
｡
ま
た
､
毎
年
夏
季
に
､
川
内
川
や
か
わ
う
ち
湖
で
は
ヤ
マ
メ
つ
か
み
取
り
大
会
や
釣
り

大
会
が
実
施
さ
れ
て
い
る
｡

河
川
区
域
に
お
け
る
魚
類
資
源
保
護
で
は
､
川
内
町
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る
湯
野
川
上

流
､
川
内
川
中
・
下
流
の
獅
子
畑
橋
､
八
木
沢
､
八
木
沢
合
流
点
の
４
箇
所
に
お
い
て
ヤ
マ
メ
､

サ
ク
ラ
マ
ス
の
幼
魚
の
放
流
が
行
わ
れ
､
春
季
､
川
内
町
漁
業
協
同
組
合
の
協
力
の
下
､
八
木
沢

合
流
点
に
お
い
て
地
元
第
二
川
内
小
学
校
児
童
に
よ
る
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
体
験
が
行
わ
れ
て
い
る
｡

流
域
で
の
主
な
環
境
保
全
活
動
で
は
､
上
流
域
の
川
内
ダ
ム
及
び
野
平
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
に
お

い
て
県
・
下
北
森
林
管
理
署
・
む
つ
市
の
共
催
に
よ
り
､
地
元
川
内
５
小
学
校
児
童
の
参
加
に
よ

る
｢森
と
湖
に
親
し
む
つ
ど
い
｣
を
毎
年
夏
季
に
開
催
し
て
い
る
｡
ま
た
､
同
じ
く
共
催
に
よ
り

湯
野
川
山
国
有
林
に
お
い
て
｢植
樹
祭
｣
が
開
催
さ
れ
て
い
る
｡

中
・
下
流
域
で
は
､
第
二
川
内
小
学
校
が
安
部
城
鉱
山
跡
を
含
む
高
野
山
国
有
林
内
の
｢遊
々

の
森
｣
(鉱
山
の
森
)
を
活
用
し
､
枝
打
ち
に
よ
る
林
業
体
験
学
習
会
を
行
っ
て
い
る
｡
ま
た
､

河
口
か
ら
セ
キ
レ
イ
橋
の
区
間
に
お
い
て
､
川
内
町
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
､
む
つ
市
川
内
町
連

合
婦
人
会
(兼
川
内
町
赤
十
字
奉
仕
団
)
に
よ
る
河
川
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
｡
ま
た
､

川
内
川
銀
杏
木
橋
付
近
及
び
安
部
城
沢
に
お
い
て
､
第
二
川
内
小
学
校
全
校
児
童
に
よ
る
水
質
調

査
が
､
川
内
町
家
ノ
辺
地
区
に
あ
る
｢ふ
れ
あ
い
温
泉
川
内
｣
前
の
川
内
川
河
岸
に
お
い
て
､
ほ

た
る
の
里
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
｢川
内
ホ
タ
ル
の
里
づ
く
り
の
会
｣
の
環
境
保
全
活
動
が
行
わ
れ

て
い
る
｡
小
倉
平
地
区
に
お
い
て
は
､
下
北
野
鳥
の
会
が
､
冬
季
に
川
内
川
に
渡
っ
て
く
る
ワ
シ

な
ど
の
自
然
観
察
会
を
行
っ
て
い
る
｡

海
岸
の
区
域
で
は
､
川
内
町
漁
業
協
同
組
合
､
む
つ
市
川
内
町
連
合
婦
人
会
(兼

川
内
町
赤

十
字
奉
仕
団
)
､
老
人
ク
ラ
ブ
､
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
な
ど
に
よ
る
川
内
港
海
岸
や
｢か
わ

う
ち
・
ま
り
ん
・
び
ー
ち
｣
で
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
｡ま
た
､
地
元
｢Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ェ

ル
フ
ォ
レ
ス
ト
川
内
｣
は
､
平
成
１
６
年
に
完
成
し
た
｢海
と
森
ふ
れ
あ
い
体
験
館
｣
を
拠
点
に

地
元
小
中
学
生
等
を
対
象
に
｢自
然
ふ
れ
あ
い
楽
校
｣
や
｢磯
の
観
察
会
｣
､
川
内
川
渓
谷
で
の

｢自
然
観
察
会
｣
な
ど
を
行
い
､
体
験
活
動
・
環
境
教
育
活
動
に
努
め
て
い
る
｡

５
保
全
の
方
針
そ
の
他
保
全
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

�
保
全
の
目
標

森
､
川
､
海
は
､
地
域
住
民
の
生
活
と
結
び
つ
い
て
､
様
々
な
説
話
､
風
俗
習
慣
等
の
地
域

文
化
を
形
成
し
て
き
た
が
､
保
全
地
域
は
､
特
に
流
域
の
特
色
を
有
す
る
貴
重
な
財
産
で
あ
る

こ
と
か
ら
､
流
域
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
が
そ
の
価
値
を
正
し
く
認
識
し
､
そ
れ
を
大
切
に
す

る
気
持
ち
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
と
の
共
生
を
積
極
的
に
図
る
と
い
う
考
え
の
下
に
連
携

し
て
一
体
的
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
､
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
努
め
る
｡

ま
た
､
森
・
川
・
海
の
保
全
及
び
創
造
に
お
い
て
は
､
で
き
る
限
り
自
然
の
状
態
を
維
持
す
る

と
い
う
基
本
の
下
に
､
流
域
の
特
質
に
配
慮
し
､
適
切
に
実
施
す
る
｡

こ
の
こ
と
に
よ
り
､
川
内
川
流
域
の
森
・
川
・
海
が
､
四
季
折
々
の
変
化
に
富
ん
だ
豊
か
で

美
し
い
自
然
に
彩
ら
れ
､
様
々
な
生
物
を
育
み
､
そ
の
中
で
地
域
住
民
が
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
得

な
が
ら
暮
ら
せ
る
特
色
の
あ
る
川
内
川
流
域
の
姿
を
実
現
す
る
｡

�
保
全
施
策

上
記
の
目
標
達
成
に
向
け
て
､
次
の
施
策
を
実
施
す
る
｡

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
連
携
体
制
の
構
築

保
全
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
､
流
域
の
視
点
か
ら
地
域
住
民
､
事
業
者
､
民
間
団
体
､

関
係
市
町
村
､
国
及
び
県
が
協
力
し
て
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
､

川
内
川
流
域
に
お
け
る
連
携
体
制
の
構
築
を
図
る
｡

イ
定
期
的
な
観
察
・
巡
視
・
調
査
と
適
切
な
管
理

保
全
地
域
を
中
心
に
川
内
川
流
域
の
良
好
な
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
､
定
期
的
な
森
・

川
・
海
の
観
察
・
巡
視
・
調
査
を
行
い
､
適
切
な
管
理
を
行
う
｡

ウ
人
と
の
積
極
的
な
関
わ
り
合
い
の
場
の
活
用

関
係
機
関
と
連
携
し
､
環
境
学
習
の
場
等
と
し
て
活
用
を
推
進
し
､
森
・
川
・
海
の
保
全

へ
の
理
解
を
育
む
｡
さ
ら
に
､
地
元
と
関
係
機
関
の
連
携
に
よ
る
各
区
域
で
の
体
験
学
習
等

の
取
り
組
み
を
推
進
し
､
森
・
川
・
海
の
一
体
的
な
保
全
へ
の
理
解
を
深
め
る
｡

エ
特
定
行
為
に
対
す
る
適
切
な
対
処

特
定
行
為
の
届
出
に
つ
い
て
は
､
内
容
を
的
確
に
把
握
し
､
適
切
な
指
導
・
勧
告
を
通
じ

て
保
全
上
の
適
切
な
方
向
へ
の
誘
導
を
図
る
｡

な
お
､
特
定
行
為
の
届
出
の
適
用
除
外
と
な
る
自
然
公
園
法
､
森
林
法
､
河
川
法
等
の
法

令
に
基
づ
く
許
認
可
等
に
お
い
て
は
､
各
法
に
基
づ
く
保
全
上
の
審
査
を
行
い
､
ふ
る
さ
と

の
森
と
川
と
海
の
保
全
を
図
る
｡

オ
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
適
切
な
創
造
の
推
進

創
造
施
策
に
お
い
て
は
､
川
内
川
流
域
の
過
去
を
考
察
し
､
多
様
な
生
物
が
生
息
・
生
育

す
る
森
と
川
と
海
の
環
境
を
持
続
可
能
な
状
態
で
次
の
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
に
取
り
組

む
｡

６
７
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ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
に
つ
い
て
の
施
策
に
関
す
る
事
項

１
清
流
管
理
指
針

保
全
地
域
内
の
河
川
に
お
い
て
､
河
川
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
の
指
針
､
保
全
施
策

の
た
め
の
指
標
と
す
る
｡

な
お
､
本
指
針
で
は
下
記
の
２
つ
の
方
法
で
管
理
を
行
う
｡

ア
公
共
用
水
域
水
質
測
定

川
内
川
で
は
各
観
測
地
点
に
お
い
て
､
｢生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
｣
に
定
め

る
項
目
に
つ
い
て
水
質
測
定
を
県
が
継
続
的
に
行
う
｡

イ
日
常
的
な
清
流
管
理

地
域
住
民
等
に
よ
り
日
常
的
な
管
理
を
行
う
｡

�
清
流
管
理
の
基
本
的
事
項

ア
管
理
区
間

管
理
区
間
は
､
保
全
地
域
指
定
で
定
め
た
河
川
の
う
ち
下
表
の
地
点
と
す
る
｡

イ
管
理
内
容

現
在
の
良
好
な
自
然
環
境
を
将
来
に
わ
た
り
維
持
し
､
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
以
下
の

管
理
を
青
森
県
､
む
つ
市
及
び
流
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
維
持
管
理
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
｡保
全
地
域
の
管
理
に
つ
い
て
は
､
継
続
的
に
水
質
や
ゴ
ミ
投
棄
等
の
現
状
把
握
を
実
施
す

る
と
と
も
に
巡
視
等
に
よ
り
管
理
を
行
う
｡

�
管
理
の
内
容

・
水
質
の
把
握

・
ゴ
ミ
の
投
棄
や
汚
濁
排
水
状
況
の
把
握

・
そ
の
他
河
岸
の
状
況
の
把
握

�
管
理
の
方
法

参
加
型
・
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
を
活
用
す
る
ほ
か
､
今
後
の
地
元
協
議
に

よ
り
役
割
分
担
を
行
う
｡

区
分

管
理
地
点
及
び
区
間

公
共
用
水
域
水
質
測
定
川
内
橋

矢
櫃
大
橋

湖
鏡
大
橋

日
常
的
清
流
管
理

銀
杏
木
橋
付
近

湯
野
川
橋
付
近

図
管
理
区
間
位
置
と
川
内
橋
・
矢
櫃
大
橋
・
湖
鏡
大
橋
観
測
地
点

８
９
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�
清
流
管
理
の
た
め
の
指
標

ア
管
理
指
標
の
設
定

�
公
共
用
水
域
水
質
測
定

公
共
用
水
域
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
水
質
基
準
｢生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環

境
基
準
｣
の
５
項
目
(pH
・
B
O
D
・
SS・

D
O
・
大
腸
菌
群
数
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
日
常
的
な
清
流
管
理

�
水
量

目
視
に
よ
る
渇
水
時
の
流
量
を
指
標
と
す
る
｡

�
水
質

流
水
の
性
状
(透
視
度
､
臭
気
等
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
魚
類

魚
類
の
生
息
状
況
(生
息
範
囲
､
行
動
､
浮
上
死
な
ど
)
を
指
標
と
す
る
｡

�
水
生
生
物

別
表
｢水
生
生
物
に
よ
る
水
質
判
定
｣
に
示
さ
れ
た
種
を
指
標
と
す
る
｡

イ
管
理
す
べ
き
基
準
値

�
公
共
用
水
域
水
質
測
定

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環
境
基
準
を
満
足
す
る
こ
と

�
日
常
的
な
清
流
管
理

�
水
量

渇
水
時
に
瀬
涸
れ
等
が
生
じ
な
い
こ
と
｡

�
水
質

透
視
度
､
臭
気
等
の
異
常
が
な
い
こ
と
｡

�
魚
類

既
存
調
査
で
確
認
さ
れ
た
種
の
生
息
範
囲
や
行
動
に
異
常
が
な
い
こ
と
｡

浮
上
死
等
の
異
常
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
｡

管
理
地
点

水
質
管
理
基
準

川
内
橋

河
川
環
境
基
準
A
類
型

pH
：
6.5以

上
8.5以

下
B
O
D
：
２
㎎
/�
以
下

SS：
25㎎
/�
以
下

D
O
：
7.5㎎

/�
以
上

大
腸
菌
群
数
：
1,000M

PN
/100m

�
以
下

矢
櫃
大
橋

湖
鏡
大
橋

注
１
：
〈
〉
は
､
支
川
湯
野
川
区
域

注
２
：
上
・
中
・
下
流
域
区
分
は
､
次
の
と
お
り

下
流
域
：
河
口
か
ら
獅
子
畑
橋
下
流
ま
で
の
川
内
川
の
区
間

中
流
域
：
獅
子
畑
橋
上
流
か
ら
川
内
ダ
ム
直
下
ま
で
の
川
内
川
の
区
間
及
び
川
内
川
と
の

合
流
点
か
ら
田
ノ
沢
と
の
合
流
点
ま
で
の
湯
野
川
の
河
川
区
間

上
流
域
：
川
内
ダ
ム
の
上
流
区
域
及
び
湯
野
川
の
田
ノ
沢
と
の
合
流
点
か
ら
の
上
流
区
域

図
既
存
調
査
に
よ
る
魚
類
の
生
息
範
囲
の
目
安

表
水
生
生
物
に
よ
る
水
質
判
定

水
質
判
定

指
標
生
物

き
れ
い
な
水

(Ⅰ
)

カ
ワ
ゲ
ラ
ヒ
ラ
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
ナ
ガ
レ
ト
ビ
ケ
ラ
ヤ
マ
ト
ビ
ケ
ラ

ヘ
ビ
ト
ン
ボ
ブ
ユ
ア
ミ
カ
サ
ワ
ガ
ニ
ウ
ズ
ム
シ

少
し
き
た
な
い
水

(Ⅱ
)

コ
ガ
タ
シ
マ
ト
ビ
ケ
ラ
オ
オ
シ
マ
ト
ビ
ケ
ラ
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
コ
オ
ニ
ヤ
ン
マ
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

イ
シ
マ
キ
ガ
イ
カ
ワ
ニ
ナ
ス
ジ
エ
ビ

き
た
な
い
水

(Ⅲ
)

ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
タ
イ
コ
ウ
チ
ミ
ズ
ム
シ
イ
ソ
コ
ツ
ブ
ム
シ

ニ
ホ
ン
ド
ロ
ソ
コ
エ
ビ
タ
ニ
シ
ヒ
ル

大
変
き
た
な
い
水

(Ⅳ
)

セ
ス
ジ
ユ
ス
リ
カ
チ
ョ
ウ
バ
エ
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

サ
カ
マ
キ
ガ
イ
エ
ラ
ミ
ミ
ズ

※
下
線
部
は
､
現
地
調
査
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
種

10
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２
森
・
川
・
海
の
主
要
な
要
素
を
保
護
す
る
た
め
の
事
項

�
森
林
の
区
域

ア
森
林
は
､
地
域
に
お
け
る
貴
重
な
産
業
・
観
光
・
自
然
資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
､
区
域
の

大
半
を
占
め
る
国
有
林
野
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
森
林
の
公
益
的
機
能
が
持
続
的
に
発
揮
さ

れ
る
よ
う
努
め
る
｡
ま
た
､
地
域
住
民
な
ど
県
民
参
加
の
植
樹
や
育
樹
を
通
じ
て
｢森
づ
く

り
｣
の
活
動
を
推
進
し
､
地
域
に
開
か
れ
た
適
切
な
森
林
の
保
全
・
育
成
に
努
め
る
｡

イ
植
樹
・
育
樹
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
推
進
を
通
じ
､
森
・
川
・
海
の
つ
な
が
り
の
重
要

性
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
､
森
の
保
全
・
育
成
を
担
う
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

人
材
や
担
い
手
の
育
成
を
図
る
｡

ウ
川
内
川
流
域
の
優
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
､
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
､
森
林
保

全
巡
視
員
､
国
有
林
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
ト
ロ
ー
ル
員
､
地
域
住
民
等
の
連
携
に
よ
り
巡

視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

エ
｢せ
せ
ら
ぎ
の
森
自
然
観
察
教
育
林
｣
､
｢遊
々
の
森
｣
､
｢む
つ
市
森
林
公
園
｣
等
に

お
い
て
､
地
域
住
民
並
び
に
流
域
外
の
人
々
が
共
に
自
然
と
親
し
み
､
憩
い
や
す
ら
ぐ
場
､

自
然
環
境
教
育
・
学
習
の
場
と
し
て
の
活
用
を
推
進
す
る
｡

�
河
川
の
区
域

ア
上
流
域
か
ら
下
流
域
に
か
け
て
は
､
希
少
種
で
あ
る
ス
ナ
ヤ
ツ
メ
､
カ
ワ
シ
ン
ジ
ュ
ガ
イ

な
ど
の
清
流
に
生
息
す
る
生
物
が
､
ま
た
､
支
流
域
に
は
重
要
希
少
種
の
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
､

カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
､
ト
ウ
ホ
ク
サ
ン
シ
ョ
ウ
オ
､
ホ
タ
ル
類
や
カ
ジ
カ
が
見
ら
れ
る
な
ど
､
多

種
多
様
な
生
物
の
生
息
・
生
育
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
こ
れ
ら
の
生
物
の
生
息
・

生
育
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
､
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
､
河
川
監
視
員
､
地
域
住
民
等
と
の

連
携
に
よ
り
巡
視
活
動
等
を
推
進
す
る
｡

イ
河
川
環
境
に
関
す
る
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
､
定
期
的
に
保
全
地
域
を
中
心
と
し
た
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
｡
ま
た
､
地
域
住
民
等
と
の
情
報
交
換
等
に
よ
り
､
自
発
的
な
住
民
参

加
の
も
と
に
環
境
保
全
活
動
や
河
川
清
掃
を
継
続
し
､
良
好
な
水
環
境
の
保
全
に
努
め
る
｡

ウ
地
域
住
民
等
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
､
河
川
及
び
沿
岸
に
生
息
・
生
育
す
る
魚
類
及
び
植

物
の
よ
り
よ
い
生
息
・
生
育
環
境
の
維
持
・
保
全
､
及
び
河
川
の
美
化
・
水
質
の
向
上
・
維

持
に
努
め
る
｡

エ
地
元
小
学
校
に
よ
る
サ
ケ
稚
魚
の
放
流
体
験
や
水
質
調
査
活
動
な
ど
に
よ
り
､
河
川
の
自

然
環
境
の
保
全
を
推
進
す
る
｡

�
海
岸
の
区
域

ア
行
政
と
地
域
住
民
が
連
携
し
て
､
海
岸
利
用
者
の
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
､
適
正
な
海
岸
利
用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
や
､
地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
・
協

力
の
体
制
づ
く
り
な
ど
を
図
り
､
美
し
く
快
適
な
海
岸
づ
く
り
を
進
め
る
｡

イ
海
岸
の
環
境
保
全
を
図
る
た
め
､
河
川
及
び
海
岸
へ
の
ゴ
ミ
投
棄
防
止
に
努
め
る
｡

�
全
般
的
な
保
全
施
策

ア
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
取
り
組
み
の
積
極
的
な
推
進

�
河
川
愛
護
制
度
に
よ
る
清
掃
活
動
な
ど
の
活
動
を
推
進
し
､
保
全
地
域
を
中
心
に
森
・

川
・
海
で
の
住
民
参
加
・
協
力
に
よ
る
保
全
に
取
り
組
む
｡

�
流
域
の
小
学
校
に
お
け
る
児
童
に
よ
る
環
境
学
習
と
連
携
し
､
清
流
管
理
指
針
の
水
生

生
物
・
水
質
調
査
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
､
地
域
住
民
等
と
連
携
し
な
が
ら
指
標
項

目
調
査
を
行
う
｡

ま
た
､
水
質
調
査
活
動
の
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
り
､
生
活
排
水
対
策
等
に
対
す
る
普
及
啓
発
を

図
る
｡

�
地
域
住
民
等
と
行
政
が
協
働
し
て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
等
を
行
う
な
ど
地
域

住
民
等
に
対
す
る
保
全
計
画
へ
の
理
解
と
保
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
｡

イ
民
間
団
体
等
の
自
発
的
活
動
の
促
進

�
調
査
研
究
の
推
進
を
図
る
た
め
､
民
間
団
体
等
に
対
す
る
各
種
助
成
制
度
や
関
係
情
報

の
提
供
等
を
行
う
｡

�
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
､
学
習
会
の
開
催
等
民
間
団
体
等
の
自
発
的
活
動
の
場
を
提
供
す
る
｡

ウ
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
支
援

ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
地
域
住
民
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
､
観
察
､
環
境
学
習
等

へ
の
支
援
を
行
う
｡

�
あ
る
べ
き
姿
に
向
け
た
適
切
な
創
造

ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
の
保
全
及
び
創
造
に
資
す
る
森
・
川
・
海
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
､

｢県
民
の
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
礎
と
な
る
ふ
る
さ
と
の
森
と
川
と
海
を
守
り
､
こ
れ
を

揺
る
ぎ
な
い
形
で
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
｣
と
の
条
例
の
理
念
を
尊
重
す
る
｡

森
林
､
河
川
及
び
海
岸
の
一
体
的
整
備
そ
の
他
必
要
な
施
策
を
行
う
際
に
は
､
川
内
川
流
域

の
過
去
を
考
察
し
な
が
ら
､
で
き
る
限
り
自
然
の
状
態
を
維
持
し
､
か
つ
て
の
川
内
川
流
域
に

近
づ
く
よ
う
に
次
の
と
お
り
取
り
組
む
｡

ア
も
と
も
と
の
姿
を
参
考
と
し
た
森
・
川
・
海
づ
く
り

事
業
を
実
施
す
る
と
き
は
､
も
と
も
と
の
森
や
川
や
海
の
状
態
を
参
考
に
し
､
動
植
物
の

生
態
系
や
自
然
景
観
に
配
慮
し
た
森
づ
く
り
や
川
づ
く
り
や
海
づ
く
り
を
推
進
す
る
｡

イ
自
然
の
作
用
を
最
大
限
に
活
用
し
た
森
・
川
・
海
づ
く
り

�
森
・
川
・
海
自
身
が
つ
く
る
作
用
を
最
大
限
に
活
用
し
､
多
様
な
形
状
の
保
全
・
復
元

に
努
め
る
｡

�
海
岸
に
つ
い
て
は
､
沿
岸
域
漂
砂
の
動
向
だ
け
で
な
く
､
山
か
ら
海
ま
で
を
含
め
た
河

川
流
域
と
も
連
携
を
図
り
､
砂
浜
の
保
全
や
回
復
を
図
る
｡

�
河
川
の
水
や
土
砂
の
流
れ
の
確
保
に
努
め
る
｡

ウ
注
目
す
べ
き
生
物
の
保
存
を
確
保
す
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

希
少
種
や
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
生
物
､
地
域
の
良
好
な
環
境
を
代
表
す
る
生
物
を
含
め

た
生
態
系
を
保
全
す
る
視
点
に
立
っ
た
事
業
実
施
に
努
め
る
｡

エ
地
域
住
民
と
の
対
話
に
よ
る
森
・
川
・
海
づ
く
り

川
内
川
流
域
の
特
性
に
応
じ
た
森
・
川
・
海
づ
く
り
を
行
う
に
当
た
っ
て
､
地
域
住
民
等

の
知
見
・
情
報
を
活
用
す
る
と
と
も
に
､
地
域
住
民
等
と
の
連
携
や
役
割
分
担
に
よ
り
取
り

組
む
｡

オ
関
係
行
政
機
関
の
連
携
強
化
に
よ
る
森
・
川
・
海
づ
く
り
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関
係
行
政
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
､
他
の
事
業
者
が
関
連
す
る
整
備
を
行
う
場
合
に
十

分
な
調
整
を
図
る
｡

カ
持
続
可
能
な
森
づ
く
り

中
・
下
流
域
に
存
す
る
育
成
途
上
の
森
林
に
つ
い
て
は
､
間
伐
な
ど
適
正
な
保
育
を
推
進

す
る
と
と
も
に
､
広
葉
樹
の
植
栽
や
複
層
林
へ
の
誘
導
な
ど
多
様
な
森
林
の
造
成
を
図
る
｡

ま
た
､
ブ
ナ
､
ヒ
バ
な
ど
を
中
心
と
し
た
天
然
林
に
お
い
て
も
択
伐
施
業
な
ど
に
よ
る
適
切

な
施
業
を
行
い
､
公
益
的
な
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
す
る
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
む
｡

キ
上
下
流
方
向
､
横
断
方
向
の
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
し
た
川
づ
く
り

�
上
下
流
方
向
､
横
断
方
向
の
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
す
る
と
と
も
に
､
周
辺
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
断
ち
切
ら
な
い
よ
う
に
努
め
る
｡

�
河
畔
林
を
保
全
す
る
と
と
も
に
､
連
続
性
の
確
保
に
努
め
､
森
と
川
と
海
を
結
ぶ
回
廊

と
な
る
よ
う
に
配
慮
す
る
｡

�
魚
類
等
の
遡
上
・
降
下
に
影
響
の
あ
る
河
川
横
断
工
作
物
の
改
築
に
あ
た
っ
て
は
構
造

を
見
直
し
､
森
と
川
と
海
の
つ
な
が
り
の
確
保
を
図
る
｡

ク
連
続
し
た
環
境
条
件
を
確
保
し
た
海
づ
く
り

�
海
岸
と
海
域
､
陸
域
､
河
川
な
ど
と
の
空
間
的
な
連
続
性
､
環
境
変
化
の
時
間
的
連
続

性
､
生
息
・
生
育
の
場
や
生
物
の
多
様
性
及
び
変
動
性
に
留
意
す
る
｡

�
繁
殖
場
､
生
育
場
､
生
息
場
等
に
な
っ
て
い
る
多
様
な
場
を
確
保
す
る
と
と
も
に
､
そ

の
場
を
構
成
す
る
環
境
要
素
や
場
の
つ
な
が
り
を
適
正
に
維
持
す
る
｡

ケ
間
伐
材
を
利
用
し
た
川
づ
く
り

森
林
担
当
部
局
､
河
川
・
砂
防
事
業
担
当
部
局
は
､
お
互
い
に
連
携
し
て
間
伐
材
の
需
給

情
報
を
交
換
し
､
地
域
で
供
給
さ
れ
る
間
伐
材
を
有
効
利
用
し
｢森
を
育
む
川
づ
く
り
｣
を

推
進
す
る
｡

コ
川
づ
く
り
に
お
け
る
事
業
実
施
後
の
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

事
業
実
施
後
の
状
況
を
継
続
的
に
調
査
し
､
そ
の
効
果
を
検
証
す
る
｡

サ
森
・
川
・
海
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
確
保

�
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
地
域
住
民
が
森
・
川
・
海
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
､
自
然
の

す
ば
ら
し
さ
や
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
自
然
体
験
の
場
､
遊
び
の
場
､
憩
い
・

や
す
ら
ぎ
の
場
､
交
流
の
場
を
創
出
す
る
｡

�
誰
も
が
安
全
に
河
川
に
近
づ
き
､
身
近
に
自
然
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
整
備

を
推
進
す
る
｡

�
誰
も
が
海
辺
に
近
づ
き
､
身
近
に
自
然
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
整
備
を
推

進
す
る
｡

�
施
設
整
備
を
行
う
に
あ
た
っ
て
は
､
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
｡

３
森
・
川
・
海
の
維
持
・
管
理
に
関
す
る
事
項

�
現
地
で
の
維
持
管
理
内
容

ア
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
に
よ
る
巡
視

ふ
る
さ
と
環
境
守
人
は
巡
回
ル
ー
ト
及
び
そ
の
巡
視
方
法
・
巡
視
エ
リ
ア
・
巡
視
頻
度
を

設
定
し
､
巡
視
す
る
｡

イ
報
告
ふ
る
さ
と
環
境
守
人
は
問
題
発
生
時
に
連
絡
す
る
以
外
に
巡
視
し
た
結
果
を
記
録
し
､
一

月
分
を
ま
と
め
て
県
(河
川
砂
防
課
長
)
に
報
告
す
る
｡

ウ
問
題
発
生
時
の
対
応

問
題
発
生
時
は
､
連
絡
窓
口
か
ら
森
､
川
､
海
の
管
理
担
当
関
係
機
関
及
び
関
係
市
町
村

へ
連
絡
を
行
い
､
管
理
担
当
機
関
等
が
現
場
で
対
応
す
る
｡

�
現
地
管
理
体
制
と
役
割
分
担

４
管
理
上
必
要
な
保
全
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

保
全
地
域
表
示
看
板
の
設
置

表
示
看
板
に
は
､
保
全
地
域
の
名
称
､
保
全
地
域
の
範
囲
､
保
全
地
域
の
特
質
及
び
特
定
行
為

の
内
容
を
表
示
す
る
こ
と
と
し
､
必
要
に
応
じ
て
生
息
す
る
生
物
等
の
写
真
等
を
表
示
す
る
｡
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